
 

 

                              

 

 

 

 

 

 

2020年３月３日に申 10号「中編成ワンマンの実施について」（東北本線 黒磯～白河駅間）に関する申

し入れ（その２）」を提出しました。不明な点等ございましたら、地本業務部に連絡を下さい。 
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２０２０年 ３月 ４日 

昨年末の提案後、解明交渉、基本交渉を過日行いましたが、その際に議論した内容では不備

な点が発生しています。内容的には、職場の体制、ワンマン関係放送について、車速カメラ専

用清掃用具について、モニター故障時の対応の詳細について、交直切替試験時の対応につ

いて、ホーム検知 NFBの取扱等についてです。職場で額に汗して働く組合員・社員は日々の

安全・安定輸送を中心的に行いながら、施策実施と成功に向けて奮闘しています。しかしなが

ら、職場の現状は先ほど記載したような不明な点が多いのが現状です。なぜ、このようになって

いるのか、今後、どのように教育も含めて実施していくのか、この間、団体交渉を行ってきた一

方の労働組合としても議論を創りだしていきたいと考えています。 

つきましては、今後も見据えて、以下のとおり申し入れますので正確かつ真摯な回答・議論・対

応を求めます。 

記 

１，531系中編成ワンマンの実施にあたり、安全を最優先とし、お客さまサービスを確保し納得

感のあるものとするため、職場の現状を踏まえ、責任追及の体質とならないために、会社一

丸となり施策実施・成功に向けた体制を構築すること。また、教育体制・方法等を明らかにす

るとともに、施策実施日前まで取扱マニュアル・フローについて職場で出されている疑問点も

含め整理すること。 

以上 


